
 

なりたい「自分」になるために 
                              副校長 太田 理絵 

 
 

朝夕の冷え込みに秋の気配を感じるこの頃ですが、子どもたちは「名瀬リンピック」に向けて、各学年の練習に

も一層熱が入ってきました。子どもたちの表情にも真剣みが増してきて、「自分たちの演技をさらによいものにした

い。」「当日は最高の演技を見せたい。」という思いが、練習の様子からもひしひしと伝わってきます。 

さて今年度、投打二刀流で歴史に残るシーズンを終えたエンゼルス・大谷翔平選手。７月に行われた大リーグオ

ールスター戦でも、史上初の二刀流の出場を果たし、大きな話題になりました。恵まれた体にたぐいまれな運動能

力で、今年度の成績は４６本塁打、１００打点、投手としては９勝２敗。その活躍に、アメリカや日本でも連日話題に

なりました。しかしながらそれはプレーだけではありません。ファンに対する真摯な対応、グランドに落ちているゴミ

をさっと拾ったり、折れたバットをバッターに届けたりするマナーある行動など、人として周りを大切にする行動が自

然とできている大谷選手の人間性の素晴らしさも話題となりまし

た。 

それは大谷選手が常に「なりたい自分になる」ためにはどうした

らいいかを考えているからではないでしょうか。右図はメディアにも

度々登場する、大谷選手が高校１年生の時に立てた目標達成表

（マンダラチャート）です。この時は中央に「ドラ⒈ 8球団」と書かれ

ているように、ドラフト会議で８球団から１位指名を受ける選手にな

りたいという目標を掲げ、それを実現するためにすべきことが周りに

書かれています。例えば「体づくり」のために、柔軟性やスタミナをつ

ける。「スピード１６０㎞/h」になるために、下肢の強化やピッチング

を増やすなどです。 

意外なのは、「運」や「人間性」のように、一見野球に関係のない

ような目標も含まれていることです。「運」の周りには「あいさつ」

「ゴミ拾い」「部屋そうじ」「審判さんへの態度」「本を読む」「応援

される人間になる」「プラス思考」「道具を大切に使う」と書かれています。打席に向かう大谷選手がグランドに落

ちているゴミを拾ってポケットにしまう姿は、よく見かける光景ですが、インタビューで「なぜ、ゴミ拾いをしているの

か。」と問われ、「『運』は自分で見つけるもの、拾えるもの。他人がポイッと捨てた運を拾っているのです。」と答え

た大谷選手は、日頃から運も味方につけるべく心がけていたのですね。「なりたい自分になる」ために、野球の技

術だけでなく、大勢の人から愛され応援される人にもなりたいと目標を立て実行をしてきており、それが現在の活

躍にも繋がっているのではないでしょうか。 

今年度も折り返し、後半戦となりました。行事なども続きます。子どもたち一人ひとりが「なりた

い自分になる」ために、より教育活動を充実させていきたいと考えております。今後もご支援ご協

力をよろしくお願いいたします。 
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